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 選挙高等裁（TSE）はルーラ氏の大統領選挙への出馬を禁じる判断を下す。7名中6名の判事が出馬禁止を支持。

 控訴審で有罪判決を受けた人物の立候補を禁ずる法律が根拠。ルーラ氏には18年1月に控訴審で有罪判決が下る。

 ルーラ氏は最高裁へ上告する可能性あるも、出馬が認められる公算は低い。代替候補は9月11日までに決定へ。

 労働者党（PT）の大統領候補にはハダジ元サンパウロ市長の昇格が予想されるも、国民の認知度の低さに課題残る。

ブラジル選挙高裁はルーラ氏の出馬禁止判断を下す

2018年9月3日

選挙高裁はルーラ氏の出馬を禁じる判断を下す

ブラジルの選挙高等裁判所（TSE）は9月1日、労働者党

（PT）のルーラ氏の大統領選挙への出馬を禁じる判断を

下しました。TSEの採決は全7名の判事の投票で行われ、

過半数を超える6名の判事はフィッシャ・リンパ法に基づき

ルーラ氏の出馬禁止を支持する票を投じました。

ルーラ氏は2018年1月に控訴審で有罪判決を受け、4

月7日以降は逮捕・拘留されながら大統領選挙への出馬

の可能性を模索してきましたが、TSEが出馬問題への最

終判断を下した形となります（図1）。

図1：ルーラ氏を巡る主な出来事

（出所）各種報道

PTの大統領候補はハダジ元サンパウロ市長へ

今後、ルーラ氏は最高裁判所へ上告する可能性があり

ますが、ルーラ氏の出馬が認められる公算は低い模様で

す。PTは代替の大統領候補を9月11日までに決定しなけ

ればならず、副大統領候補のハダジ元サンパウロ市長が

大統領候補へ昇格すると考えられています。

もっとも、ハダジ氏は国民からの認知度が低く、最新世

論調査でもハダジ氏の支持率はわずか4％に留まってい

ます。TSEの判断によりルーラ氏は今後の政見放送にも候

補者としての出演が禁じられるため、ルーラ氏抜きでＰＴ

陣営は厳しい大統領選挙戦を余儀なくされそうです（図2）。

図2：ブラジル大統領選挙に関する今後の日程

（出所）各種報道・資料
（注）※国会議員・州知事・州議会議員の選挙も同時実施。

【フィッシャ・リンパ法の概要】

 政治家の汚職撲滅を支持する160万人の国民の署名を

もとに議会で審議・承認された法案。2010年6月4日に当

時のルーラ大統領の署名によって成立。

 フィッシャ・リンパ法では、控訴審で有罪判決を受けた人

物の選挙への立候補は8年間禁じられる。

 英語名はクリーン・レコード法（Clean Record Act）。

日付 出来事

2017年7月12日
パラナ州連邦地方裁判所のモロ判事は、収賄とマ
ネーロンダリングの容疑でルーラ氏に禁固9年6ヵ月
の有罪判決を下す

2018年1月24日
連邦第4地方裁判所（控訴審）はルーラ氏に禁固12
年1ヵ月の有罪判決を下す

2018年4月4日
最高裁判所はルーラ氏の逮捕回避を目的とした人
身保護令の適用を退ける判断を下す

2018年4月7日 ルーラ氏がパラナ州連邦警察に逮捕・拘留される

2018年8月15日
労働者党（PT）は大統領選挙へのルーラ氏の立候
補を申請（副大統領候補はハダジ氏）

2018年9月1日
選挙高等裁判所（TSE）はルーラ氏の大統領選挙へ
の出馬を禁じる判断を下す

日付 主な政治日程

8月31日 テレビ・ラジオでの政見放送の開始（～10月4日）

9月11日 労働者党（PT）がルーラ氏の代替候補を決定する期限

10月7日
大統領選挙の第一回投票 （※）
過半数の票を得る者がない場合、決選投票へ

10月12日 決選投票に向けた政見放送の開始（～10月26日）

10月28日 大統領選挙の決選投票

（出所）各種報道・資料
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